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芸能伝承―家元制度と非家元制度―
－芸能伝承－

川嶋將生

There exist a lot of families of schools related to the traditional performing art in Kyoto,Abstract:
and they still play active roles. Although the historical and sociological approaches have done to
this system so far, the full-scale studies have rarely conducted in this field after 1960s.

While examining the historical resources, we intend to re-investigate how the family of school
system played a role to the performing art tradition and how the non-family of school passed
down their performing art to the next generation. The technical field in the performing art is also
included in our views.

We would like to work this project with our "Buddhism world research focusing on Shingon
esoteric Buddhism" as well.

家元制の研究1.

歴史学からいえば、家元制度に関する研

究は、１９５９年に刊行された西山松之助

氏の『家元の研究 （その後、新版が１９』

８２年）が最初の業績で、その後、西山氏

は著作集の第２巻に『家元制の展開 （１』

９８２年）を収められた。これらの一連の

業績のなかで、西山氏は、芸能の相伝形態

について、免許皆伝をも相伝する、いわば

最終相伝権をも伝授する完全相伝から、門

弟の教授権のみを認め、免許状の発行権や

型の統制権、破門権などは家元が握る不完

全相伝へと移行し、その移行の時期は、よ

そ１８世紀前半ころとの見通しを提示され

た。この不完全相伝こそが現在の家元制度

へと結びついていくのである。

社会学では、家元制度をとる流派につい

ては、家元を家長とする一大擬制家族とみ

たて、かつそうした組織は、日本的ヒエラ

ルヒーであるとともに、個よりも集の考え

方を優先した制度である、との分析が行わ

れているが、いずれにしても家元研究は、

現在、ほとんど停滞している状況にあると

いってよい。

本プロジェクトの考察視角2.

その原因としてあげられる最大の要因

は、かつて西山氏が精力的に研究を展開し

ていた時とは比較にならないほど、資料の

閲覧がきわめて困難となっている、ことが

あげられよう。家元研究を行うにあたって

は、当然のことながら、家元側に所蔵され

ている資料が大きなウエートを占める。戦

後、さまざまな権利問題の発生から、家元

側が資料の閲覧、公開に慎重にならざるを

えない、との新たな状況が生まれ、したが

って資料の閲覧が困難となっているから、

研究もおのずと停滞せざるをえない、とい

うわけであり、その状況は、基本的には、

現在もほとんど変わりはない。

しかし全てではないにしても、一部の資

料を公開している家元もある。茶の湯藪内

流家元藪内家がそうであり、また有職料理

の儀式の型を伝承している料亭、萬亀楼な

どもそうである。本プロジェクトでは、こ

れらの資料を主な分析対象とするととも

に、芸能・技術伝承の問題について、さら
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に視野を広げてみていくこととを目的とし

ている。

たとえば、中世後期においては特定の芸

能、たとえば室町幕府における立花に従事

する者は、代々、立阿弥を称することが慣

例としてみられたことなど、ある芸能を継

承する者は、特定の名前でもってその芸能

を継承する事例が、すでにみられていた。

これなどは、江戸時代になって広くみられ

るようになった、襲名の先駆的形態とみて

よかろう。

また、家に伝承される芸能・技術につい

ても同様である。たとえば、中世後期、猿

楽や千秋万歳などを演じた、被差別民であ

る声聞師（しようもじ）の一派小犬は、父

から子へと芸能伝承が行われているし、ま

た同時代、被差別民が作庭に深く関与して

いったが、８代将軍足利義政の寵愛をうけ

た庭者善阿弥のように、その世界で名を馳

せる者も現れた。善阿弥の家では子の小四

、 、郎 孫の又四郎も同様にして作庭に従事し

やはりその名が広く知られていた。したが

、 、ってそこでは 善阿弥の家に作庭の技術が

家の技術として伝えられ、その技術が父か

ら子へ、子から孫へと伝えられていた、と

みるのが自然だろう。

家元制前史として、こうした問題も視野

にいれながら、芸能・技術の伝承を考えて

いきたい。あるいは、芸能を伝承するに際

して、仏教儀式である灌頂が行われること

もあった。琵琶灌頂や和歌灌頂とよばれる

ものである。

この灌頂は密教儀式のなかで行われるも

のである。芸能や学問の伝承にこうした儀

式がいつ頃から、なぜ取り入れられるよう

になったのか。熊倉功夫氏は、仏教におけ

る印信の形式と芸能の秘伝との間には類似

性が認められることを前提に 「宗教界を、

離れて秘伝が成立してくるのは、平安時代

後期」との見通しを語っている。しかしな

おこの問題については明確な見解が得られ

ているとはいいがたい。これらのことも、

重要な検討課題となっている。

藪内家と萬亀楼3.

茶の湯藪内流は、藪内剣仲を祖とする流

派である。剣仲は侘び茶の湯中興の祖とい

われる武野紹鴎の弟子で、千利休のあい弟

子であったといわれる。その出自について

は、堺出身であることは確実視されている

ものの、明確にはわかっていない。しかし

茶の湯の世界においても、また出自におい

ても、同じく堺出身であった千利休とは深

い関係にあった。しかし利休が権力と結び

ついていったのに対して、剣仲は、民間に

あって自由な茶をたしなんで、町衆の間に

茶の湯をひろめたといわれている。利休の

死後、茶人としての活動を本格化させ、寛

永４年（１６２７）に没する。

そして二代目紹智は、西本願寺良恕法親

王から下京に屋敷地を与えられ、西本願寺

と深い関係をもちながら、紹智もまた京中

にも茶の湯を広めていった。

のち藪内家は三千家とならんで、京の四

家に数えられるようになるが、江戸時代中

期の公家近衛家熙 予楽院 は その著 槐（ ） 、 『

記』のなかで、三千家を「上流」とするの

に」対して、藪内家を「下流」と呼んでい

る。

藪内家には江戸時代後半からの諸国門人

帳や茶会記その他が残されており、現在、

それらの史料の解読を行っている。

これに対して料亭萬亀楼は 享保７年 １、 （

）、 、７２２ 丹後から京都に出てきた初代が

「萬屋」の名で造り酒屋をはじめたのが、

そのはじまりである、とされている。その

後、天明の飢饉の際に、茶店を営み、料理

を出すようになったのが、現在の萬亀楼へ

と発展していくのである。
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萬亀楼は、有職料理の技法・作法生間流

を伝えていることで著名である。有職料理

としては四条流もその名を知られている。

萬亀楼には、元和年間（ ～ ）に1615 24
行われた二条行幸に関する献立資料をはじ

めとして、多くの資料が伝えられており、

それらの資料を解読・分析することによっ

て有職料理に関する技術伝承がどのように

【 】（ ）藪内流門人帳 享和２年＝ ～明治1802

【同上・部分】

しておこなわれてきたのかを、解明してい

きた。

このほか、平家琵琶、当道座に関する資

料である奥村家文書も、同様に分析対象と

して、資料の解読・分析にあたっていきた

い。

【藪内流会席記録 （明和６年＝ ）】 1769

【同上・部分】
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【二条城等行幸献立次第 （元和３年 他）】 1617

【二条城行幸献立次第 （寛永３年＝ ）】 1626

【朝鮮人来聘御饗応献立】
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